
読
む
こ
と 

【
問
題
】 

 

●
複
数
の
資
料
を
読
み
取
り
、
条
件
を
満
た
し
た
作
文
を

書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

解
答
で
き
て
い
な
い
児
童
が
多
く
い
ま
し
た
。
前
の
問

題
で
、
目
的
に
応
じ
て
文
章
と
図
表
を
結
び
つ
け
必
要
な

情
報
を
見
つ
け
る
問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
複
数

の
資
料
を
関
連
付
け
て
読
み
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
無
解

答
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

解
答
し
た
児
童
も
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
作
文
を

書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
か

の
条
件
し
か
満
た
し
て
い
な
い
児
童
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。 

 
 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の対応 

敦賀市立中郷小学校 
 

  ４月１７日（木）に全国の小学６年生を対象とした「教科（国語・算数・理科）に関する調査」が、２２日に

「質問紙調査（オンライン）」が実施されました。その結果についてお知らせします。これらの分析をもとに、今

後の指導改善に取り組み、「知・徳・体」の向上を目指していきますので、ご家庭でのご協力をお願いします。 

 

【国語】◎良好であった点  ●課題となる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の対策 

・「○字以内で書く」「引用して書く」「文末表現に気をつける」「根拠を示しながら書く」など、複数の条件

を満たし自分の考えを書く活動を取り入れます。 

・国語だけに限らず、理科や社会等各教科で複数の資料の中から、目的に応じて文章と図表を結びつけ

必要な情報を見つける活動に取り組みます。 

 

◎
バ
ス
の
運
転
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
文
を
読
み
、質
問
者
が
知

り
た
い
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
、
話
の
内
容
を
捉
え
た
り
、自
分

の
考
え
と
比
較
し
な
が
ら
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
て
い

ま
す
。 

こ
れ
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
は
じ
め
、各
教
科
に
お
い

て
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
招
い
て

お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
体
験
的
な
学
び
を
取
り
入
れ
た
り

し
て
い
る
成
果
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と 

 

バ
ス
の
運
転
士
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
様
子
を
読
み
、
小

森
さ
ん
が
左
傍
線
部
の
よ
う
に
発
言
し
た
理
由
と
し
て
適
切

な
も
の
を
選
択
す
る
。 

【
問
題
】 

 

小
森
さ
ん 

な
る
ほ
ど
。
た
く
さ
ん
の
人
が
、乗
客
の
安
全
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。私
た
ち
は
時
間
を
守
る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、私
た
ち
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
安
全
を
第
一
に

考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

１ 

相
手
の
答
え
は
自
分
の
予
想
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
。 

２ 

自
分
が
聞
こ
う
と
し
て
い
た
内
容
の
ほ
か
に
、
新
た
に
聞
き
た
い
こ
と
が
見

つ
か
っ
た
か
ら
。 

３ 

相
手
の
答
え
と
自
分
の
考
え
を
比
べ
て
、考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
。 

４ 

自
分
が
共
感
し
た
内
容
を
取
り
上
げ
て
、
話
題
を
広
げ
よ
う
と
考
え
た
か

ら
。 

【
正
解
】
３ 

 

〇
木
村
さ
ん
は
、
【
資
料
１
】
を
読
み
返
し
て
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
自
分

が
一
番
な
っ
と
く
し
た
こ
と
を
【
資
料
２
】
【
資
料
３
】
、
【
資
料
４
】
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。あ
な
た
が
木

村
さ
ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き

ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

〇 

言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
な
っ
と
く
し
た
こ
と
を
【
資
料
１
】
か
ら
言
葉
や

文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

〇 

な
っ
と
く
し
た
理
由
を
【
資
料
２
】
【
資
料
３
】
、
【
資
料
４
】
の
中
か
ら
選

び
。言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

【
正
答
例
】 

言
葉
は
年
月
と
と
も
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
と
く
し
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、

「
新
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
、
奈
良
時
代
に
は
「
あ
ら
た
し
」
と
言
わ
れ
て
い

た
よ
う
に
、時
代
と
と
も
に
言
葉
の
形
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。 



 

【算数】◎良好であった点   ●課題となる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎（１）新品のハンドソープが空になるまでの使用回数を調べるために、伴って変わる二つの数量の関係に注目し

必要な事柄を選択することはできています。 

●（４）１０％増量したつめかえ用のハンドソープの内容量が増量前の何倍かを考える問題で、「１０％増量」につ

いて増加後の量が増加前の量の１１０％になることを捉えられていません。 

今後の対策 

・もとにする量（１にする量）とくらべる量、割合の関係を正しく捉えるために、言葉や図、式を関連付けな

がら数量の関係をとらえていきます。 

・「〇%増量」や「〇%off」、「〇割引」など日常生活の中にある課題を取り上げながら生活と算数の学 

習を結びつけていきます。 

変化と関係 

◎（４）異分母の分数の足し算はできています。 

●（３）数直線上の目盛りを分数で答える問題です。ア

は３分の１と解答できていますが、イは１を超えている

のに１より小さい分数で答える児童が多くいました。中

には「分数で書きましょう。」となっているにもかかわら

ず小数で答える児童もいました。 

数と計算 

【正解】ア 

 

【正解】２ 

 



 

【理科】◎良好であった点   ●課題となる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギーを柱とする領域 生命を柱とする領域 

◎電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻き数

によって変わることの知識が身に付いているかどう

かを見る問題です。実験等、体験的な活動を通して

電磁石の強さと巻き数の関係の知識が身に付いて

いると考えられます。 

●レタスの種子の発芽の条件について、前の問題で

出たヘチマの発芽の条件との違いや共通点をもと

に、新たな問題を見いだし、 表現することができる

かどうかを見る問題です。疑問を示す書き方で書け

ていない児童が多く見られました。 

   また、無解答の児童も多く見られました。図と文章

を関連づけながら筋道立てて考えることができず、

あきらめてしまったことが無解答につながったと考

えます。 

【正答例】 

 多くする、増やす 

 

【正答の条件】 

 以下の①、②の全てを記述している。 

  ①〈条件〉から、日光または肥料について、１つ選ん

で記述しているもの 

  ②レタスの発芽に関し、疑問を示す趣旨で記述して

いるもの 

【正答例】 

 レタスの種子が発芽するために、日光は必要なのだ

ろうか。 

 

今後の対策 

・実験の結果を図表にまとめて考察するなど、条件 

を整理し、論理的に考えることに取り組んでいきま

す。 

・観察、実験したことを図表に整理するだけでなく、

整理したものを分析し、文章でもまとめることで図

と文章を関連づけられるようにします。また、各教

科において「図表に整理する→整理したものを分

析する→文章にまとめる」という学習の流れを大

切にします。 

 参考

「令和７年度全国学力・学習状況調査【小学校】調査結果資料 



〈質問紙に関する結果から〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国、県平均よりも良好であった点（抜粋） 

中郷小学校では、数年 

前からタブレット端末を効果的に活用 

する研究を進めています。ノートの代わりとし 

て使うだけでなく、共有機能や検索機能を活用し 

て友達と意見を交流したり、自分の考えを整理・深化 

させたりしています。こうした取り組みの結果、文章の作

成や図表・グラフを活用してのまとめ、プレゼンテーショ 

ン作成についての質問項目も平均を上回る成果が見

られます。これらは、情報を主体的に収集・整理・発信  

する「情報活用能力」の育成につながっています。今

後もタブレットを効果的に活用しながら、子ども 

たちが情報社会を生き抜く力を育てる授業 

改善を進めていきます。 

全国、県平均よりも課題のあった点（抜粋） 

            「朝食を毎日食べているか。」「毎日同 

じ時間に寝ているか、起きているか。」等生活 

リズムに関する項目において概ね良好な傾向が

見られましたが、県や全国の平均と比べると肯定

的な回答をした児童の割合がやや少なく生活のリ

ズムが安定しきっていない様子がうかがえました。

生活習慣は子どもの集中力や意欲、さらには心の

安定にも大きく関わり、生活リズムが整うことで教

室全体の雰囲気も明るくなり、学習にもよい影響を 

もたらします。これからも継続的に生活指導を通 

して子どもの生活習慣を支えていきます。 

ご家庭でもご協力お願いいたします。 

今後も職員一同、「心ゆたかで たくましい子の育成」に努めていきます。 

国語だけに限らず算数、理科において

も勉強が好きと回答している児童が多かっ

たです。これはタブレットを有効に活用しな

がら自分のペースで主体的、協働的に学べ

るように取り組んできたことや、学びの過程

を見取り、子どもに寄り添ってきた成果であ

ると考えます。予測不可能な時代を生きる

子どもたちにとって主体性や協働性を育成

することは大事なことです。これからも教員

は子どもの伴走者というスタンスを大切にし

ていきます。 

理科ほどではありませんが、国語や 

算数についても「最後まで解答を書こうと努 

力できたか。」という項目は県や全国の平均と比

べてやや少なく、「途中であきらめた」「全く書か

なかった」と答えた割合が少し高い傾向にありま

した。私たちは書く力を「自分の考えを整理して伝

える力」だと考えています。これからは、これまで以

上に「図表に整理する→整理したものを分析する

→文章にまとめる」という学習の流れを大切に、

「友だちと考えを伝え合う活動」や「短い言葉で  

自分の考えを書く活動」を授業の中に取り入 

れていきます。 

 


